
森林な人々

す
べ
て
の
生
き
物
が
暮
ら
し
や
す
い
森
林
を
目
指
す「
楽
天
の
森
」

　

楽
天
株
式
会
社
で
は
、
①
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
、
②
次
世
代
教
育
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
、
④
環
境
配

慮
、
⑤
災
害
・
人
道
支
援
の
５
つ
の
方
針
の
下
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
や
教
育
振
興
な
ど
、
幅
広

い
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
7
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
楽
天
の
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
貢
献
活
動
の
経
験
を
基
に
、

生
態
系
の
保
護
を
目
的
と
し
て
全
国
各
地
の
森
林
の
保
全
を
行
う
取
り
組
み
。
初
年
度
で
あ
る
今
年
は
、
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
地
の
15
都
道
府
県
で
間
伐
の
推
進
を
行
う
予
定
で
す
。

　

平
成
9
年
に
創
業
し
た
楽
天
株
式
会
社
は
、
国
内
最
大
級
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
楽
天
市
場
」や
総
合
旅
行
サ
イ
ト「
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
」を
は
じ
め
、

楽
天
グ
ル
ー
プ
と
し
て
e
コ
マ
ー
ス
、
電
子
書
籍
、
ト
ラ
ベ
ル
、
銀
行
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
ポ
ー
タ
ル
&
メ
デ
ィ
ア
事
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

物
流
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
か
ら
国
内
の
イ
ヌ
ワ
シ
の
置
か
れ
た
状
況
を
伝
え
る
啓
発
活
動「
イ
ヌ
ワ
シ

を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
み
、
今
年
7
月
に
は
東
北
６
県
で
森
林
の
環
境
を

守
る「
楽
天
の
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

山形県での生態調査風景。自動撮影装置（左の幹に固定）による
ノウサギ調査と植生調査（写真提供：山形大学・林田光祐教授）

第５回

す
べ
て
の
生
き
物
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を

　
「
楽
天
の
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
イ
ヌ
ワ
シ
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
継
承
と
発
展
を
目
的
と
し
た

活
動
で
す
。
林
業
人
口
の
減
少
な
ど
で
間
伐
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
小
動
物
の
食
べ
る
下
草
が
育
た
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
森
林
の
環
境
を
整
備
し
、
食
物
連
鎖
の
最
上
位
に
い
る
イ
ヌ
ワ
シ
が
生
息
で
き
る
環
境
と

生
態
系
を
保
全
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
イ
ヌ
ワ
シ
が
生
息
す
る
東
北
6
県（
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福

島
県
）か
ら
活
動
を
開
始
し
、
自
治
体
や
土
地
の
所
有
者
と
連
携
し
て
、
1
県
に
つ
い
て
年
間
１
h
a
以
上
の

森
林
を
3
年
間
に
わ
た
っ
て
整
備
し
ま
す
。
針
葉
樹
林
で
は
段
階
的
な
間
伐
を
行
い
、
広
葉
樹
林
で
は
間
伐

に
加
え
て
下
刈
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
を
理
想
的
な
状
態
に
戻
す
計
画
で
す
。

　

東
北
6
県
の
う
ち
山
形
県
で
は
森
林
整
備
の
ほ
か
に
、
山
形
県
の「
や
ま
が
た
絆
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

楽
天
株
式
会
社
と
山
形
大
学
が
参
加
し
て
、
産
学
官
連
携
で
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態
調
査
を
行
う
試
み
も
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態
研
究
を
行
っ
て
い
る
山
形
大
学
の
林は

や
し
だ
み
つ
ひ
ろ

田
光
祐
教
授
が
担
当
し
、
森

林
整
備
前
後
の
植
生
調
査
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
ほ
乳
類
の
生
育
基
礎
調
査
、
ノ
ウ
サ
ギ
出
現
調

査
、
イ
ヌ
ワ
シ
行
動
調
査
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
５
年
間
行
う
予
定
で
、
調
査
レ
ポ
ー
ト
は
毎
月
写
真
付
き

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
楽
天
の
森
」は
平
成
26
年
度
中
に
9
都
道
府
県
を
追
加
し
た
15
都
道
府
県
で
の
活
動
へ
と
拡
大
す
る
予
定

で
す
。

楽
天
株
式
会
社

き
っ
か
け
は
一
通
の
メ
ー
ル

　

楽
天
株
式
会
社
が
平
成
24
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た「
イ
ヌ
ワ
シ
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
き
っ
か
け

は
、
利
用
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
た「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
マ
ス
コ
ッ
ト“
ク
ラ
ッ
チ
”の
モ
デ

ル
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
が
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
」と
い
う
一
通
の
メ
ー
ル
で
し
た
。

　

楽
天
株
式
会
社
で
は
、
こ
の
メ
ー
ル
を
契
機
に
各
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
て
国
内
の
イ
ヌ

ワ
シ
の
生
息
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の
生
息
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
確
認
。「
イ
ヌ
ワ
シ

を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
て
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
危
機
的
な
状
況
と
森
林
保
全
の
必
要
性
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
伝
え
る
と
と
も
に
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ボ
ス
タ
宮

城
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
使
用
し
て
紹
介
す
る
等
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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楽天株式会社
「楽天の森」

●活動フィールド（平成26年度）
　青森県弘

ひろさきし
前市、岩手県葛

くずまきまち
巻町、宮城県

女
おながわちょう
川町、秋田県鹿

か づ の し
角市、山形県酒

さ か た し
田市、

福島県相
そ う ま し
馬市

　※平成26年度中に他9都道府県の活動フ
　ィールドを追加予定
●森林整備活動「楽天の森」ホームページ
　http://corp.rakuten.co.jp/csr/　
　activities/environment/forest/

健
康
な
森
林
の
再
生
を
目
指
し
て

　

イ
ヌ
ワ
シ
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た「
楽
天
の
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
今
後
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
保
全
に
と

ど
ま
ら
ず
、
今
後
3
年
間
で
生
態
系
の
維
持
を
目
的
と
し
た
全
国
各
都
道
府
県
で
の
活
動
展
開
へ
の
拡
大
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

間
伐
を
は
じ
め
と
し
た
森
林
整
備
に
よ
っ
て
、
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
が
生
い
茂
り
、
ウ
サ
ギ
や
リ
ス
な
ど

の
小
動
物
が
元
気
に
走
り
回
る
、
す
べ
て
の
生
き
物
が
暮
ら
し
や
す
い
健
康
な
森
林
の
再
生
を
目
指
し
、
継

続
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
へ
の
思
い
を
集
め
て

　
「
楽
天
の
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
は
じ
め
、
楽
天
に
関
わ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
や
楽
天
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
お
客
様
と
と
も
に
、
森
の
再
生
に
取
り
組
む
仕
組

み
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
楽
天
株
式
会
社
か
ら
の
費
用
拠
出
に
加
え
、
楽
天
市
場
出
店
店
舗
や
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
登
録
施
設

か
ら
の
協
力
、
ま
た
楽
天
市
場
出
店
店
舗
に
販
売
す
る「
楽
天
の
森
」の
ロ
ゴ
入
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
お
よ
び
梱
包
テ
ー
プ

の
売
り
上
げ
の
一
部
や
個
人
の
お
客
様
か
ら
の
募
金
を
森
林
整
備
費
用
に
充
て
る
ほ
か
、
間
伐
材
を
使
用
し
た
社

用
封
筒
類
や
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で
使
用
さ
れ
る
印
刷
物
を
使
っ
た
啓
発
活
動
を
行
う
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
取
引
企
業
か
ら
お
客
様
ま
で
全
て
の
人
が
森
の
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
べ
て
の
生
き
物
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を

　
「
楽
天
の
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
イ
ヌ
ワ
シ
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
継
承
と
発
展
を
目
的
と
し
た

活
動
で
す
。
林
業
人
口
の
減
少
な
ど
で
間
伐
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
小
動
物
の
食
べ
る
下
草
が
育
た
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
森
林
の
環
境
を
整
備
し
、
食
物
連
鎖
の
最
上
位
に
い
る
イ
ヌ
ワ
シ
が
生
息
で
き
る
環
境
と

生
態
系
を
保
全
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
イ
ヌ
ワ
シ
が
生
息
す
る
東
北
6
県（
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福

島
県
）か
ら
活
動
を
開
始
し
、
自
治
体
や
土
地
の
所
有
者
と
連
携
し
て
、
1
県
に
つ
い
て
年
間
１
h
a
以
上
の

森
林
を
3
年
間
に
わ
た
っ
て
整
備
し
ま
す
。
針
葉
樹
林
で
は
段
階
的
な
間
伐
を
行
い
、
広
葉
樹
林
で
は
間
伐

に
加
え
て
下
刈
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
を
理
想
的
な
状
態
に
戻
す
計
画
で
す
。

　

東
北
6
県
の
う
ち
山
形
県
で
は
森
林
整
備
の
ほ
か
に
、
山
形
県
の「
や
ま
が
た
絆
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

楽
天
株
式
会
社
と
山
形
大
学
が
参
加
し
て
、
産
学
官
連
携
で
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態
調
査
を
行
う
試
み
も
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態
研
究
を
行
っ
て
い
る
山
形
大
学
の
林は

や
し
だ
み
つ
ひ
ろ

田
光
祐
教
授
が
担
当
し
、
森

林
整
備
前
後
の
植
生
調
査
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
ほ
乳
類
の
生
育
基
礎
調
査
、
ノ
ウ
サ
ギ
出
現
調

査
、
イ
ヌ
ワ
シ
行
動
調
査
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
５
年
間
行
う
予
定
で
、
調
査
レ
ポ
ー
ト
は
毎
月
写
真
付
き

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
楽
天
の
森
」は
平
成
26
年
度
中
に
9
都
道
府
県
を
追
加
し
た
15
都
道
府
県
で
の
活
動
へ
と
拡
大
す
る
予
定

で
す
。

間伐材を使用した
「楽天の森」ロゴ入り社用封筒

「楽天の森」ロゴ入りの
ダンボール

笹だけが育ち、鹿しか来ない森林（宮城県）

イヌワシの生息に適していない森林(宮城県)

東北楽天ゴールデンイーグルス
マスコット「クラッチ」
背番号10番　平成17年生まれ

「楽天の森宣言」
楽天イーグルスのマスコット

“クラッチ”のモデル・イヌワ
シが絶滅の危機にあります。
イヌワシが生息できる森林
は、豊かで生態系のバランス
のとれた環境であることの証
です。
楽天は、すべての生き物にと
って暮らしやすい環境を整え
るため、日本全国で森林整備
を開始します。
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